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2Na-5　　ストッキング地の着用伸張による通気性の変化
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目的　被服のなかでもパンティーストッキングやタイツは、高フィット性や高伸張性を要

求される衣料であるため、形態変化に伴う諸性能の評価が重要である。着用時のパンティ

ーストッキングは脚部型により局部変形を受けるため、着用前の面積の約1.5から3.0倍に

伸張されて着用されI)、厚さなどの基本構造的性質も着用前と比べ変化する。変形に伴う

諸性能の変化のうち保温性についてはすでに報告されている2)。　本研究では試料として

薄いパンティーストッキングから厚手タイツまでを含めたストッキング地を取り上げ、着

用時に受けるレベルでの変形による通気性の変化を明らかにする。

方法　各種４タイプのパンティーストッキング合計６種類、タイツ４種類、ハイソックス

２種類を試料とした。変形前の試料および着用時のレベルの変形1-2)を課した試料につい

て、基本構造的性質ならびに通気性を測定した。寸法の測定にはデジタルシュリンクメー

ター（AMI社製、KM401)を、厚さの測定にはKES-FB 3 圧縮試験機を、通気抵抗度の測

定はにKES-AP8通気性試験機をそれぞれ用いた。変形（着用）前後の通気特性について、

試料の構造的変化の影響を中心に考察する。

結果　変形を受けないストッキング地は、通気抵抗度が大きく、着用による変形により通

気抵抗度は著しく減じる。伸張性の高いパンティーストッキング地では80%前後減じる。

厚いハイソックス地では着用変形により通気抵抗度が半減した。変形による厚さ変化も考

慮し、比通気抵抗度（通気抵抗度／厚さ）の変化を考察した結果、ストッキング類は変形

することにより編地面内の繊維分布の粗密化が強まっていることが数量的に確かめられた。
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2Na－6 衣服材料による力学的皮膚刺激性の評価法に関する基礎的研究
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　【目的】衣服材料による物理的皮膚刺激性の評価法を確立するために，その基礎資料を得
ることを目的として，パラフィン平板とパンティストッキング布（以下ＰＳとする）との

摩擦による摩耗痕跡の特徴を明らかにする.
　【方法】PS試料は，交編サポート6種，ソッキサポート2種の計8種を用いた．供用試料

は, PSを成人女子標準体型のマネキンに装着し，大腿中心前面部にあたるＰＳ布を採取

して作製した．パラフィン試料は，融点が52～54°Cのものを使用した．供用試料は，パ

ラフィンを湯煎で溶解し，底が平面な容器を用いて作製した．

実験は，室温25±1°C, 湿度50±10%RHの環境下で行った．パラフィン平板とPS布と

の摩擦には，摩擦試験機を用いた．摩擦実験では, PS供用試料をスライダ（面積2.5cm
X4cnn）に取り付け，ナイロン糸でＵ－ゲージと連結し，パラフィン供用試料（面積4cm X

6.5cm)と摩擦した．パラフィン側についた摩耗痕跡からは，摩耗溝の本数と1本あたりの
太さを，総溝数，深い溝数に分けて測定した．本数と太さは，摩耗痕跡を実体顕微鏡に接

続したモニターに拡大し，画像処理装置を用いて求めた．深い溝は，摩耗痕跡をモニター

に映し出す際に，実体顕微鏡側の照明角度を変えることにより相対的に表した.
　【結果】摩耗溝数は，交編サポートタイプの中でも特にカバリング糸が太いタイプで比較

的多く, 5mm幅中に総溝数が約45本，深い溝数が15～20本であった．一方ソッキサポー

トタイプは少なく，深い溝数は2本程度であった．交編サポートタイプの平均摩耗太さは，
シングルカバリング糸使いのほうが，ダブルカバリング糸使いよりも太かった.
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